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平成 30年
（2018 年） 白井市は

「ときめきと
み ど り あ ふ れ る
　　　　快活都市」

を目指します。No.851
6.15

■情報公開で開かれた市政へ……………2
■23日から29日は「男女共同参画週間」……2
■生活習慣病の予防のために特定健康診
査を受診しましょう………………………3
■白井梨マラソン大会　市内優先申し込
みスタート…………………………………4

「見どころがたくさんある地域です」
生涯学習課　戸谷学芸員の解説
　平塚地区は、縄文・弥生時代の遺跡や古墳・城跡が残り、平安時代末
の古文書には「平塚」の地名が記録されている歴史のある地区です。
　地区の菩

ぼだ い

提寺である延命寺には多くの文化財が残り、手賀沼のほとり
には市唯一の国指定重要文化財、滝田家住宅があります。空から見ると
思った以上に手賀沼に近いことがわかります。
　滝田家住宅は、今では珍しくなった、かやぶきの大きな屋根を持つ古
民家で屋根の中央には「煙出し」が見えます。
　今でも所有者が住んでいる国指定重要文化財の古民家は数少ないもの
です。見学の際は、所有者へ配慮してください。

* 写真提供　㈱NTTドコモ　ドローンビジネス推進室　大関　優さん

日
本
新
記
録
＆
5
連
覇

7
度
目
の
優
勝

　
し
ろ
い
ふ
る
さ
と
大
使
の
安
藤

選
手
（
㈱
キ
ュ
ア
リ
ア
ス
所
属
）
が

5
月
26
日
㈯
に
石
川
県
金
沢
市
の

い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
全
日
本
女
子

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
」
に
出
場
し
、
2
位
に
大
差
を

つ
け
て
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ス
ナ
ッ
チ
95
㌔
を
挙
げ
、
得
意
と

す
る
ク
リ
ー
ン
＆
ジ
ャ
ー
ク
で
自

身
の
持
つ
日
本
記
録
を
1
㌔
更
新

し
て
1
2
7
㌔
、
ト
ー
タ
ル
2
2
2

㌔
は
自
身
の
日
本
記
録
を
3
㌔
更

新
し
て
の
快
挙
で
す
。

　
シ
ン
プ
ル
な
競
技
に
見
え
る
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
肉
体
的

に
も
精
神
的
に
も
過
酷
な
競
技
と

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
全
日
本
選
手
権

　
輝
く
金
メ
ダ
ル
！
　
安
藤
美
希
子
選
手

安
藤
選
手
の
後
援
会
参
加

者
募
集

　
市
体
育
協
会
を
は
じ
め
、
市
内
の

10
団
体
が
設
立
し
た
安
藤
選
手
を
応

援
す
る
後
援
会
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

問
　
市
体
育
協
会
（
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
内
）　
内
線

3
8
5
5

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
身
に
行
き
わ

た
る
集
中
力
と
ス
ピ
ー
ド
な
ど
が
最

高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
合
っ
た
時
に
好

記
録
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
韓
国
で
の
練
習
の
日
々
が
、
安
藤

選
手
の
進
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京

五
輪
出
場
を
目
指
す
安
藤
選
手
ガ
ン

バ
レ
！

金メダルを手に

歴
史
の
里
「
平
塚
地
区
」
を

空
か
ら
見
た
ら
…

　
市
北
部
に
位
置
す
る
平
塚
地
区
に
は
多
く
の
文
化
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
手
賀
沼
の
豊
か
な

水
と
肥ひ
よ
く沃
な
土
地
に
恵
ま
れ
、
古
代
か
ら
人
々
の
営
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
手
賀
沼
の
水
運
を
生
か
し
て
新
鮮
な
海
産
物
を
運
ぶ
「
鮮な
ま
み
ち

魚
道
」
が
あ
り
国
指
定
重

要
文
化
財
「
滝
田
家
住
宅
」
も
関
わ
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
　
生
涯
学
習
課
文
化
班
　
☎
（
4
9
2
）
1
1
2
3

国指定重要文化財

「滝田家住宅」

国指定重要文化財「滝田家住宅」有形文化財（建造物）

　建物の規模は、桁
けたゆき

行9間（横）17.3㍍、梁
は り ま

間5間（縦）10.4㍍です。寄棟造、

かやぶき屋根が特徴の古民家です。

　建築手法や資料から17世紀中ごろから後半に建てられたと推定され、

300年以上経つ市内で一番古い家です。

※外観のみ見学できます。見学を希望する場合は、事前に生涯学習課

文化班☎（492）1123まで連絡してください。

県指定文化財

「延命寺観音堂」

県指定文化財「延命寺観音堂」有形文化財（建造物）

　寛弘2（1005）年の開基とされる真言宗豊山派の延命寺境内にある観音

堂は、石川県金沢の大工が携わって寛文8（1668）年に完成したと考えら

れています。構造形式は、入り母屋造り、銅板ぶき屋根です。

*

手賀沼

延命寺

▲

▲

▲ 本堂

▲ 鐘
しょうろう

楼

記録
スナッチ　95㌔
クリーン＆ジャーク　127㌔（日本新）
トータル　222㌔（日本新）

出ました！日本新記録



住
宅
・
土
地
統
計
調
査

員
を
募
集
し
ま
す

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
住
宅
に
関

す
る
実
態
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
10
月
1
日
現
在
で
「
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
調
査
に
従
事
す
る
調

査
員
を
募
集
し
ま
す
。

シ
ニ
ア
の
た
め
の
お
仕

事
説
明
会

　
市
と
㈱
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
が
締
結
し
て
い
る
「
し
ろ

い
し
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
基
づ
き
、
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ

ン
で
の
雇
用
に
向
け
た
店
舗
で
の
短

時
間
勤
務
（
配
達
・
清
掃
・
レ
ジ
な

ど
）
の
仕
事
内
容
の
紹
介
と
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

※
当
日
の
面
接
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時
　
7
月
9
日
㈪
　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

場
所
　
市
役
所
東
庁
舎
会
議
室
1
0
1

対
象
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

※
年
齢
の
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
・
問
　
電
話
か
直
接
、
産
業
振
興

課
商
工
振
興
班
　
内
線
3
2
4
1
へ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

「
絶
対
に
も
う
か
る
！
」

　
　
　
そ
の
話
本
当
に
も
う
か
る
の
？

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
226

Q
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
絶
対
に

も
う
か
る
」
と
い
う
広
告
を
見
て

S
N
S
に
登
録
し
ま
し
た
。
す
る
と

毎
日
の
よ
う
に
「
入
会
す
れ
ば
毎
月

50
万
円
以
上
の
収
入
が
入
る
」
な
ど

の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
が
、
収
入
を

得
る
た
め
の
情
報
は
80
万
円
で
購
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。

信
用
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
20
代
・
男
性
）

A
　
事
例
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
販
売
さ
れ
て
い
る
お
金
の
も
う

け
方
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
「
情
報

商
材
」
と
い
い
ま
す
。

　
情
報
商
材
の
内
容
は
、
商
品
の
販

売
・
転
売
ビ
ジ
ネ
ス
、
F
X
（
外
国

為
替
証
拠
金
取
引
）
投
資
や
仮
想
通

貨
へ
の
投
資
の
手
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
、
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
ほ
か
、
D
V
D
や

U
S
B
メ
モ
リ
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
情
報
商
材
を
購
入
す
る
き
っ
か
け

は
、
主
に
S
N
S
や
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ

ス
（
副
業
）
の
サ
イ
ト
で
す
。

　「
誰
で
も
簡
単
に
」
「
短
時
間
で
」

「
絶
対
も
う
か
る
」
と
強
調
す
る
ほ

か
、
1
億
円
の
写
真
を
載
せ
た
り
、

情
報
商
材
で
も
う
け
て
い
る
と
い
う

代
表
者
が
海
外
の
高
級
ホ
テ
ル
で
過

ご
す
様
子
を
動
画
で
紹
介
す
る
な
ど

消
費
者
の
好
奇
心
を
か
き
立
て
ま
す
。

　
し
か
し
、
購
入
し
た
情
報
通
り
に

商
品
を
販
売
し
た
り
投
資
を
し
て
も
、

も
う
か
ら
な
い
と
の
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
解
約
・
返
金
を
求
め
て
も
、
サ
イ

ト
に
「
解
約
・
返
金
に
は
応
じ
な
い
」

と
書
い
て
あ
る
と
い
っ
て
取
り
合
わ

な
い
こ
と
も
多
く
、「
返
金
保
証
」

が
あ
る
場
合
で
も
、
条
件
を
満
た
し

て
い
な
い
と
言
っ
て
返
金
に
応
じ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
業
者

と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
こ
と
が
多

く
、
解
約
・
返
金
が
困
難
で
す
。

　「
誰
で
も
簡
単
に
」
「
短
時
間
で
」

「
絶
対
も
う
か
る
」
と
い
う
よ
う
な

お
い
し
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
表
示
や
動
画
を
う
の

み
に
し
て
、
安
易
に
契
約
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
0
2
（
月
～
金
曜
日
　
午
前
10

時
～
午
後
4
時
　
市
役
所
本
庁
舎
2

階
）

情
報
公
開
制
度

　
次
の
実
施
機
関
が
保
有
す
る
情
報

の
公
開
を
請
求
で
き
ま
す
。

　
個
人
情
報
保
護
な
ど
の
た
め
、
請

求
内
容
を
全
て
公
開
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
部
分
公
開
な
ど
を

行
い
可
能
な
限
り
情
報
を
公
開
し
て

い
ま
す
。

◆
実
施
機
関

　
市
長
・
教
育
委
員
会
・
選
挙
管
理

委
員
会
・
監
査
委
員
・
農
業
委
員
会
・

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
・
水
道

事
業
・
議
会
で
す
。

◆
請
求
で
き
る
情
報

　
市
の
機
関
の
職
員
が
作
成
し
た
り

取
得
し
た
文
書
、
図
画
、
磁
気
テ
ー

プ
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
な
ど
で
す
。

◆
請
求
で
き
る
人

　
誰
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

◆
市
政
に
関
す
る
情
報
の
提
供

　
広
報
し
ろ
い
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
本
庁
舎
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

な
ど
で
、
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
運
用
状
況

　
表
1
の
と
お
り
で
す
。

※
選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
・

農
業
委
員
会
・
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
・
議
会
に
対
す
る
請
求
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　
実
施
機
関
が
個
人
情
報
を
正
し
く

安
全
に
取
り
扱
う
た
め
の
ル
ー
ル
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
実
施
機
関
が
保
有
す
る
自
分
の
情

報
を
見
た
り
、
誤
り
を
正
し
た
り
す

る
権
利
な
ど
を
保
障
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
や
利
益
を
保

護
し
ま
す
。

◆
自
己
の
情
報
確
認

　
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、

情
報
公
開
制
度
と
同
様
の
実
施
機
関

が
保
有
し
て
い
る
情
報
の
中
に
含
ま

れ
る
自
己
の
情
報
を
開
示
請
求
で
き

ま
す
。

◆
請
求
で
き
る
人

　
本
人
に
限
り
ま
す
が
、
本
人
が
未

成
年
者
の
場
合
な
ど
は
そ
の
親
権
者
、

成
年
後
見
人
ま
た
は
任
意
後
見
人
も

請
求
で
き
ま
す
。

※
請
求
の
際
は
、
運
転
免
許
証
な
ど

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
運
用
状
況

　
表
2
の
と
お
り
で
す
。

※
選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
・

農
業
委
員
会
・
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
・
水
道
事
業
・
議
会
に
対
す

る
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

請
求
に
か
か
る
手
数
料

　
両
制
度
と
も
手
数
料
は
無
料
で
す

が
、
情
報
の
写
し
の
交
付
や
郵
送
を

希
望
し
た
場
合
は
、
そ
の
実
費
分
が

か
か
り
ま
す
。

申
・
問
　
所
定
の
様
式
（
総
務
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

か
直
接
総
務
課
行
政
班
　
内
線

3
3
1
3
・
4
へ

※
原
則
と
し
て
自
己
の
個
人
情
報
の

開
示
に
つ
い
て
は
郵
送
に
よ
る
請
求

は
で
き
ま
せ
ん
。
請
求
の
宛
先
は
、

各
実
施
機
関
に
な
り
ま
す
。

「走り出せ、性別のハードルを超えて、今」
　
男女共同参画とは、男性と女性が社会のあらゆる分野で、
それぞれの個性と能力を発揮できる社会を築くことです。
　国は「男女共同参画社会基本法」の公布・施行日である
平成11年6月23日を踏まえ、同法の目的や基本理念につい
て理解を深めるため、毎年6月23日から29日までを「男女
共同参画週間」としています。
　今年度は「スポーツに関わるあらゆる分野での女性の参
画を推進し、さまざまなスポーツに男性も女性も親しみ、
チャレンジし、活躍できるようになるためのキャッチフ
レーズ」をテーマに、内閣府が選定しました。

啓発展示
　男女共同参画週間に併せて、男女共同参画に関する資料
などの展示を行います。
日時　22日㈮～ 29日㈮　午前8時30分～午後5時15分
場所　市役所東庁舎多目的スペース
■問　企画政策課男女共同参画室　内線3354

救命講習受講者を募集
　印西地区消防組合では、市民への
応急手当ての普及啓発を図るため、
AED使用訓練を含んだ普通救命講習
を実施します。
日時　7月7日㈯　午前
9時～正午
場所　印西地区消防組
合消防本部（印西市）
対象　白井市・印西市
に在住・在勤の人　30人（申し込み順）
※申込者が5人に満たない場合や、
災害発生時または発生のおそれがあ
る場合は中止することがあります。
申・ 問　6月29日㈮の正午までに印
西地区消防本部警防課救急救助係　
☎0476（46）9964へ

表1　平成29年度 情報公開制度の運用状況

実施機関名 請求件数
決定区分など

公開 部分
公開 非公開 拒否 取り

下げ
市長 42 5 36 0 0 1

教育委員会 1 1 0 0 0 0
水道事業 1 0 1 0 0 0
合計 44 6 37 0 0 1

※実施機関が行った決定に対する不服申し立てはありま
せんでした。

講座などの申込開始日は15日から（休所・館の場合は翌日）です

情報公開で開かれた市政へ
　市では、開かれた市政・公正で信頼される
市政を推進していくため、情報公開制度と個
人情報保護制度を設けています。
　この制度を利用することにより、普段は公
開されていない公文書を閲覧したり、その写
しを請求することができます。 情報公開コーナーの一部

表2　平成29年度 個人情報保護制度の運用状況

実施機関名 請求件数
決定区分など

公開 部分
公開 非公開 拒否 取り

下げ
市長 1 0 1 0 0 0

教育委員会 1 0 1 0 0 0
合計 2 0 2 0 0 0

※実施機関が行った決定に対する不服申し立てはありま
せんでした。

明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
委
員
を
委
嘱

　
市
は
5
月
24
日
に
9
人
の
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
委
員
を
委
嘱
し
ま

し
た
。

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
有

権
者
一
人
一
人
が
政
治
や
選
挙
に
関

心
を
持
ち
、
有
権
者
の
意
思
に
よ
っ

て
適
正
に
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
明

る
い
選
挙
の
推
進
や
選
挙
啓
発
を
行

う
機
関
で
す
。

　
任
期
は
、
平
成
32
年
5
月
23
日
ま

で
の
2
年
間
で
、
委
員
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
（
敬
称
略
）。

対
象
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
20
歳
以
上
で
調
査
期
間
中
に
調
査

活
動
に
専
念
で
き
る
人

②
秘
密
の
保
持
が
で
き
る
人

③
調
査
区
域
内
の
移
動
が
で
き
る
人

④
税
務
、
警
察
の
業
務
ま
た
は
選
挙

に
直
接
関
係
の
な
い
人

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
人
、
暴
力
団
関

係
者
で
な
い
人

事
務
従
事
期
間
　
8
月
下
旬
～
10
月

下
旬

業
務
内
容
　
説
明
会
へ
の
出
席
、
担

当
調
査
区
の
確
認
、
調
査
対
象
者
名

簿
の
作
成
、
調
査
書
類
の
配
布
と
収

集
、
収
集
し
た
調
査
書
類
の
提
出
な

ど
を
行
い
ま
す
。

報
酬
　
5
万
円
程
度
（
担
当
調
査
区

数
や
世
帯
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

申
・
問
　
7
月
6
日
㈮
ま
で
に
所
定
の

様
式
（
情
報
管
理
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
情
報
管
理
課
情
報
管

理
班
　
内
線
3
3
6
2
へ

23
日
か
ら
29
日
ま
で
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

◆
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員

大
川
宏
、
浦
部
春
子
、
浅
利
喜
久
子
、

小
林
稔
、
小
林
秋
夫
、
髙
田
金
三
、

富
澤
好
由
、
軽
部
恵
子
、
鶴
田
敏
子

問
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
　
内
線

3
3
1
2
・
3
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健
康
・
福
祉
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と

し
た
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、

初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
な
く
、

症
状
が
現
れ
た
と
き
に
は
病
状
が
進

行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
を
受
診
し
て
自
分
の
健

康
状
態
を
把
握
し
、
生
活
習
慣
の
改

善
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
の
受
診
を

　
特
定
健
診
は
、
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
問
診
票
な
ど
の
関
係

書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
届

特定健診日程表
日程 場所

6月20日㈬ 公民センター
6月21日㈭・9月13日㈭・14日㈮ 冨士センター
6月22日㈮・9月20日㈭ 桜台センター
6月24日㈰～ 27日㈬・29日㈮・7月1日㈰・2日
㈪・11日㈬・9月3日㈪・12日㈬・16日㈰・
18日㈫・21日㈮・29日㈯・10月1日㈪・3日㈬

保健福祉センター

7月3日㈫～ 6日㈮・9月25日㈫～ 28日㈮ 西白井複合センター

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に

　
　
　
　 

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

い
て
い
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
　
左
上
表
の
と
お
り

受
付
時
間
　
午
前
8
時
～
11
時

対
象
　
平
成
31
年
3
月
31
日
現
在
で

40
歳
以
上
の
市
国
保
被
保
険
者

※
問
診
票
な
ど
は
、
平
成
30
年
4
月

27
日
現
在
で
市
の
国
保
に
加
入
し
て

い
る
人
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
4
月
28
日
以
降
に
転
入

し
て
き
た
人
、
ほ
か
の
健
康
保
険
か

ら
切
り
替
え
て
国
保
に
加
入
し
た
人

で
、
特
定
健
診
の
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、
直
接
保
険
年
金
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
国
保
以
外
の
健
康
保
険
の
加
入
者

を
対
象
と
し
た
特
定
健
診
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
す
る
健
康
保

険
者
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

健
診
項
目
　（
基
本
項
目
）
尿
検
査

（
尿
た
ん
ぱ
く
・
尿
糖
）、
身
体
測

定
（
身
長
・
体
重
･
B
M
I
･
腹

囲
）、問
診
（
服
薬
歴
、喫
煙
歴
な
ど
）、

血
圧
測
定
、
医
師
の
診
察
、
血
液
検

査
（
脂
質
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・
糖

代
謝
）

（
詳
細
項
目
）
心
電
図
検
査
、
眼
底

検
査
、
貧
血
検
査

※
詳
細
項
目
は
一
定
の
基
準
に
該
当

し
、
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合

に
実
施
し
ま
す
。

持
ち
物
　
国
保
被
保
険
者
証
、
特
定

健
康
診
査
問
診
票
、
ス
リ
ッ
パ
（
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
診
す
る
人
を

除
く
）

問

　
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班
　

内
線
3
1
7
5

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

の
受
診
を

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
目
的
に
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
を
対
象
と
し
た
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
を
特
定
健
診
と
同
時
に
実

施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
自
分

の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
過
去
2
年
間
に
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
ま
た
は
特
定
健
診
を
受
け
て
い

る
人
に
は
、
問
診
票
な
ど
の
関
係
書

類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
を
2
年
以
上
受
け
て
い
な
い

人
や
新
た
に
希
望
す
る
人
は
、
健
康

課
で
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る

40
歳
以
上
の
国
保
税
に
未
納
が
な
い

世
帯
に
属
す
る
人
と
、
後
期
高
齢
者

医
療
に
加
入
し
て
い
る
保
険
料
に
未

納
が
な
い
人
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク

（
年
に
1
回
）
と
脳
ド
ッ
ク
（
2
年

に
1
回
）
の
受
検
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
を
希
望
す
る
人
は
、
受
検
前

に
保
険
年
金
課
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
た
だ
し
、
年
度
内
に
特
定
健
診
や

後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診
し
た
人
は

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問
　
病
院
で
受
検
日
を
予
約
後
、

受
検
日
1
週
間
前
ま
で
に
保
険
証
と

印
鑑
を
持
参
の
上
、
直
接
保
険
年
金

課
保
険
年
金
班
　
内
線
3
1
8
1
へ

ヘ
ル
シ
ー
食
育
講
座

お
い
し
く
減
塩
～
高
血
圧
予
防
の
食

事
の
ポ
イ
ン
ト
～

　
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、
簡
単
に
お

い
し
く
で
き
る
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
試
食
、
希

望
者
に
は
家
庭
で
の
汁
物
の
塩
分
測

定
を
行
い
ま
す
。

　
減
塩
や
高
血
圧
予
防
の
食
事
に
つ

い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
13
日
㈮
　
午
前
10
時
～

正
午
（
受
け
付
け
　
午
前
9
時
45
分
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
成
人
で
減
塩
に

講座などの申込開始日は15日から（休所・館の場合は翌日）です

食
生
活
改
善
推
進
員
を

募
集
し
ま
す

　
食
生
活
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く

り
を
地
域
に
広
め
る
活
動
や
、
市
の

食
育
に
関
す
る
料
理
教
室
な
ど
に
協

力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
必
要
な
知
識
や
技
術
を
学
び
、
一

緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
　

①
市
内
在
住
で
食
や
健
康
に
興
味
が

あ
り
、
食
育
を
推
進
す
る
意
欲
が
あ

る
人

②
年
間
を
通
し
て
活
動
で
き
る
人

（
年
20
日
程
度
）

募
集
人
数
　
1
人

任
期
　
平
成
32
年
3
月
31
日
ま
で

報
酬
　
年
額
3
万
円

※
委
嘱
月
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

活
動
内
容
　
料
理
教
室
・
保
育
園
・

幼
稚
園
で
の
食
育
活
動
、
イ
ベ
ン
ト

で
の
啓
発
、
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど

申
・
問
　
6
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
メ
ー
ル
で
健
康
課
健
康
づ
く
り

推
進
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・

{k
e
n
k
o
u
@
c
ity
.sh
iro
i.

ch
iba.jp

へ

白井駅前地域包括支援センターが移転します
　地域包括支援センターは、65歳以上の高齢者の生活上の困りごとについ
て広く相談を受け支援する窓口です。
　南山小学校区・池の上小学校区を担当する白井駅前地域包括支援センター
は特別養護老人ホームさつきの里に開設していましたが、7月3日㈫に白井
駅前センター内に移転します。
　移転に伴い、開設日が右表
のとおり変更となります。
　困りごとがあったときは相
談してください。
■問　白井駅前地域包括支援
センター　☎（492）8100

プレ☆パパママスクール
マタニティ＆ベビー向け講座

　出産と育児について一緒に学びませんか。育児体験などの
楽しい内容で、赤ちゃんを迎える実感がわいてきます。
日時・内容・持ち物　下表のとおり
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6～ 9カ月の妊婦とその家族　18組（申し込み順）
※経産婦の人も参加できます。
保育　あり（各日とも1週間前までに要申し込み）

日時 内容 持ち物
7月8日㈰
10：00～12：15
（受け付け　9：45）

家族で協力する出産の話、妊娠・模擬
胎動体験、もく浴・抱っこ体験、マタ
ニティヨガ

母子健康手帳、
筆記用具

7月12日㈭
10：00～12：15
（受け付け　9：45）

「泣いたらどうすればいい？」赤ちゃ
んの育児と産後の過ごし方、ママと
赤ちゃんのための食事について、マ
マと赤ちゃんの歯の話、産後のママ
＆赤ちゃんとの交流タイム、食育弁
当を食べながら交流タイム

母子健康手帳、
筆記用具、食
育弁当代1人
500円

■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495か「ちば電子申請サー
ビス」の白井市「平成30年度マタニティ＆ベビー向け講座申し込み」へ
※電子申請は開催日の1週間前までに申し込みをしてください。

ベビーサロン「いっぽいっぽ」
　子育て中の親子が気軽に参加でき、楽しくおしゃべりできる場です。
親子の触れ合い遊びの紹介もあります。子育て仲間の輪を広げませんか。
※事前の予約は不要で、参加費は無料です。
日時　7月12日㈭　午前10時～ 11時30分（受け付け　午前9時45分）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね生後6カ月までの乳児とその家族
■問　健康課母子保健班　☎（497）3495

認
知
症
家
族
の
会

「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
倶
楽
部
」

　「
家
族
が
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
」

「
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ

い
の
か
不
安
」
な
ど
、
同
じ
よ
う
な

悩
み
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
情

報
交
換
や
体
験
を
話
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と

が
き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す
。
皆
さ
ん

で
悩
み
を
話
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
11
日
㈬
・
8
月
8
日
㈬

午
前
10
時
～
正
午

※
毎
月
第
2
水
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

問
　
白
井
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
4
、
西

白
井
駅
前
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
4
9
7
）
5
1
7
0
、
白
井

駅
前
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
2
）
8
1
0
0

白井駅前地域包括支援センター開設日程表
期日 曜日・時間 場所

6月29日㈮
まで

月～金曜日
8:30 ～ 17：15

特 別 養 護 老 人
ホームさつきの里

7月3日 ㈫
から

火～土曜日
8:30 ～ 17：15 白井駅前センター

※開設曜日は年末年始、祝日を除きます。

興
味
の
あ
る
人
、
血
圧
値
な
ど
が
気

に
な
り
始
め
た
人
　
30
人
（
申
し
込

み
順
）

内
容
　
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、
調
理

実
習
、
会
食
、
塩
分
測
定

保
育
　
あ
り
（
生
後
6
カ
月
以
上
）

持
ち
物
　
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具
、
家
庭
の
汁
物
の
汁
30
ｃｃ
（
大
さ

じ
2
）
程
度

メ
ニ
ュ
ー
　
サ
ケ
の
み
そ
ヨ
ー
グ
ル

ト
ホ
イ
ル
焼
き
、
洋
風
ピ
ク
ル
ス
、

し
ょ
う
が
の
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問
　
7
月
5
日
㈭
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
保

育
の
有
無
を
電
話
か
メ
ー
ル
で
健
康

課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎
（
4
9
7
）

3
4
9
4
・
{k

en
k
ou
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

食中毒を予防しましょう
　梅雨から夏にかけて、暖かく湿気が多いこの時期は、食中毒の原因とな
る細菌の増殖が活発になるため、食中毒が発生しやすくなります。「食中
毒予防３原則」を守り、食中毒を防ぎましょう。
◆食中毒予防３原則
①つけない
◦調理や食事の前には必ず手を洗う
◦肉や魚で使用するまな板や包丁は野菜と使い分ける
②増やさない
◦食品を持ち帰ったらすぐに冷蔵庫や冷凍庫に入れる
◦冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫は－15℃以下に保ち、詰め過ぎ
ないようにする
③やっつける
◦肉や魚は十分に加熱する。加熱の目安は中心部の温度75℃
で1分間以上加熱する
■問　健康課健康づくり推進班　☎（497）3494

2018.6.153



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

趣
味
・
教
養
・
学
習

講座などの申込開始日は15日から（休所・館の場合は翌日）です

白
井
市
文
化
財
講
演
会

「
板い

た
び碑
か
ら
探
る
中
世

の
白
井
」

　
市
内
の
歴
史
や
文
化
財
に
関
わ
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
七
次
地
区
で
出
土
し
た

「
板
碑
」
に
つ
い
て
、
3
人
の
講
師

が
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
し
、

市
の
中
世
に
つ
い
て
解
き
明
か
し
て

い
き
ま
す
。

基
調
報
告
　「
中
世
の
白
井
に
つ
い

て
」（
市
学
芸
員
）

講
演
1
　「
関
東
地
方
に
お
け
る
中
世
の

河
川
流
路
と
石
材
流
通
に
つ
い
て
」（
松

戸
市
立
博
物
館
研
究
員
　
柴
田
徹
さ
ん
）

講
演
2
　「
考
古
学
か
ら
探
る
七
次

の
板
碑
」（
市
郷
土
資
料
館
運
営
協

議
会
長
　
倉
田
恵
津
子
さ
ん
）

※
会
場
内
で
板
碑
の
ミ
ニ
展
示
有
り

日
時
　
30
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

場
所
　
文
化
会
館
か
お
り
ホ
ー
ル

対
象
　
一
般
　
90
人
（
先
着
順
）

問
　
生
涯
学
習
課
文
化
班
☎

（
4
9
2
）
1
1
2
3

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
イ

ベ
ン
ト

①
天
文
講
演
会
「
火
星
へ
む
か
っ
て

Ｇ
Ｏ
！
」

　
小
学
校
4
年
生
の
時
（
2
0
0
3

年
）、
地
球
に
大
接
近
し
た
火
星
を

望
遠
鏡
で
観
望
し
て
か
ら
、
宇
宙
へ

の
興
味
が
湧
い
た
石
亀
さ
ん
は
、
お

と
と
し
宇
宙
関
連
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
火
星
、
そ

し
て
宇
宙
へ
の
想
い
を
語
り
ま
す
。

日
時
　

7
月
7
日
㈯
　
午
後
4
時
30

分
～
6
時

場
所
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム

対
象
　
一
般
　
86
人
（
先
着
順
）

講
師
　
㈱
イ
ン
フ
ォ
ス
テ
ラ
　
石
亀

一
郎
さ
ん

参
加
費
　
大
人
2
0
0
円
・
高
校
生

以
下
無
料

②
望
遠
鏡
を
作
ろ
う
！

　
手
作
り
キ
ッ
ト
望
遠
鏡
を
作
成
し
ま

す
。
作
っ
た
後
は
、
今
年
地
球
に
接
近

す
る
火
星
の
観
察
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　

7
月
21
日
㈯
　
午
後
4
時
10

分
～
6
時
30
分
（
約
2
時
間
）

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
、
屋
上

対
象
　
小
学
4
年
生
以
上
　
20
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
可

参
加
費
　
望
遠
鏡
組
み
立
て
キ
ッ
ト

代
（
約
4
、
5
0
0
円
）

申
・
問
　
①
は
6
月
16
日
㈯
か
ら
講
演

会
前
日
ま
で
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

☎
（
4
9
2
）
1
1
2
5
、
②
は
6
月

16
日
㈯
か
ら
7
月
10
日
㈫
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
代
表
者
の
住
所
・
電
話
番
号

と
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
子
ど
も
は
学

校
名
と
学
年
を
記
入
し
、
郵
送
か
直
接

〒
2
7
0
―
1
4
2
2
　
白
井
市
復

1
1
4
8
―
8
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

☎
（
4
9
2
）
1
1
2
5
へ

ボ  

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
助
成
事
業

　
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
住
民
同
士
が
交
流
を
深

め
る
場
所
と
し
て
、
住
民
自
ら
が
主
体
と

な
っ
て
運
営
し
て
い
る
（
す
る
）
サ
ロ
ン

に
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
の
主
な
条
件
　
◦
サ
ロ
ン
の
趣
旨

（
引
き
こ
も
り
な
ど
を
防
ぎ
、
見
守
り
や

支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
る
）
に
賛
同
し
、

助
け
合
い
活
動
と
し
て
行
う
◦
地
域
住
民

が
主
体
的
に
無
償
で
運
営
す
る
◦
参
加
者

は
、
地
域
住
民
を
広
く
対
象
と
す
る
◦
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
参
加
者
が
、
共
に
企
画
、

運
営
す
る
◦
月
1
回
以
上
開
催
す
る
。（
活

動
例
は
食
事
会
、
散
歩
、
茶
話
会
、
健
康

体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
す
）

助
成
内
容
　
サ
ロ
ン
開
設
経
費
　
限

度
額
1
万
円
、
サ
ロ
ン
運
営
費
　

1

回
2
千
円
（
月
2
回
限
度
）

申
・
問
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
へ

白井梨マラソン大会
種目 部門 スタート 参加費

2㌔㍍
親子ペア（小学1～ 3年生男女）

9:30
2,000円

小学4～ 6年生男子
1,000円

小学4～ 6年生女子

5㌔㍍
一般男子

39歳以下

9:50

3,500円

40歳以上

一般女子
39歳以下
40歳以上

10㌔㍍

一般男子
29歳以下

10:35

30歳以上49歳以下
50歳以上

一般女子
29歳以下

30歳以上44歳以下
45歳以上

3㌔㍍
中学生男子

10:45 1,000円
中学生女子

　
し
ろ
い
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら

走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
会
日
時
　

9
月
24
日
（
振
休
）

場
所
　
白
井
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

種
目
・
部
門
・
ス
タ
ー
ト
時
間
・

参
加
費
　
左
表
の
と
お
り

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
　

1
、0
0
0
人（
申
し
込
み
順
）

※
市
外
参
加
者
を
含
め
た
定
員
は

3
、
0
0
0
人
で
す
。

申
　
①
申
込
書
希
望
部
数
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒

（
7
部
以
上
は
、
角
形
2
号
封
筒
）、

切
手
（
申
込
書
希
望
部
数
1
～
3

部
の
場
合
は
92
円
、
4
～
6
部
は

1
4
0
円
、
7
～
9
部
は
2
0
5

円
、
10
～
20
部
は
2
5
0
円
）
を

同
封
し
郵
送
で
、
〒
1
5
2
―

8
5
3
2
東
京
都
目
黒
区
原
町
1

―
31
―
9
　
白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン
大

会
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
送
セ
ン

タ
ー
へ

②
届
い
た
申
込
書
兼
振
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
6
月
25

日
㈪
か
ら
7
月
9
日
㈪
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

か
郵
便
局
で
手
続
き
（
振
り
込
み

手
数
料
が
別
途
1
3
0
円
か
か
り

ま
す
）

　
一
般
申
し
込
み
は
7
月
15
日
㈰

か
ら
24
日
㈫
ま
で
ラ
ン
ネ
ッ
ト

S h
ttp://ru

n
n
et.jp 

で
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
順
）。
申
し

込
み
に
あ
た
り
、
エ
ン
ト
リ
ー
手

数
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

班
　
内
線
3
8
5
4

市
内
優
先
申
し
込
み
ス
タ
ー
ト

白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

走って健康に

福  

こ
こ
ろ
の
c
a
f
e

　
社
会
に
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
独
身
女

性
が
集
ま
る
カ
フ
ェ
で
す
。
仲
間
同
士

で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
23
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

対
象
　
15
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
独
身

女
性
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  「
2
0
1
8
ふ
く
し

ま
つ
り
」
参
加
団
体
・

出
店
者
募
集

　「
支
え
あ
い
の
輪
を
つ
な
ご
う
　
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ふ
く
し
ま
つ
り
」
を
テ
ー
マ

に
参
加
団
体
・
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
程
　

9
月
29
日
㈯

対
象
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
女
性
セ

福  

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
親
子
体
操
教
室
」

　
親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

ス
ト
レ
ッ
チ
と
簡
単
な
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
　

7
月
7
日
㈯
　
午
前
10
時
～
11
時

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
　
30
組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
健
康
運
動
実
践
指
導
者
　
あ

し
だ
そ
の
こ
さ
ん

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動

で
き
る
服
装

申
　

6
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

子

ど

も

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。
悩
み
事
な

ど
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
　

7
月
2
日
㈪
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　

1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
～
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
～
8
時
50
分

対
象
　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　

2
件
（
予
約
優
先
）

申
・
問
　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
電

話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
班
　
内
線
3
8
5
3
・

sy
ou
g
ai-g
ak
u
sy
u
u
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

駅  

全
粒
粉
を
使
っ
て
低

糖
質
の
パ
ン
を
焼
こ
う

　
ベ
ー
コ
ン
の
エ
ビ
パ
ン
に
挑
戦
し
よ
う
。

日
時
　

7
月
11
日
㈬
　
午
前
10
時
～

午
後
1
時

対
象
　
一
般
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
日
本
製
粉
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
ー

ト
ナ
ー
　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物
　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
マ

ス
ク
、
布
巾
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
6
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

6
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

お
茶
会

　
裏
千
家
茶
道
家
の
お
い
し
い
抹
茶

で
一
服
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　

7
月
7
日
㈯
　
午
後
1
時
～
3
時

対
象
　
市
内
在
住
者
　
10
人
（
申
し

込
み
順
、乳
幼
児
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

講
師
　
裏
千
家
　
秋
谷
宗
孝
さ
ん

持
ち
物
　
白
靴
下

申
　

7
月
3
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

ン
タ
ー
の
利
用
団
体
か
福
祉
に
関
心
の
あ

る
団
体
・
個
人
　
30
団
体
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
実
行
委
員
会
で
審
査
し
、
選
考
）

※
8
月
下
旬
に
開
催
す
る
説
明
会
に

必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
　

7
月
9
日
㈪
ま
で
に
直
接
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

日
本
中
央
競
馬
会
競
馬

学
校

　
根
地
区
に
あ
り
、
日
本
中
央
競
馬

会
（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）
で
唯
一
の
騎
手
と

厩き
ゅ
う
む務

員
を
養
成
す
る
競
馬
学
校
の

開
設
過
程
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　
競
馬
学
校
は
、
昭
和
36
年
、
競
走

馬
の
調
教
を
目
的
に
「
中
山
競
馬
場

分ぶ
ん
き
ゅ
う
じ
ょ
う

厩
場
」
と
し
て
現
在
地
に
開
設

さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
当
時
、

Ｊ
Ｒ
Ａ
で
は
各
競
馬
場
で
競
走
馬
の

調
教
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中
山

競
馬
場
の
厩

き
ゅ
う
し
ゃ
舎
の
収
容
能
力
が
飽

和
状
態
と
な
っ
た
た
め
、
分
厩
場
の

設
置
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和

39
年
に
は
組
織
改
正
に
伴
い
名
称
が

「
中
山
競
馬
場
白
井
分
場
」
に
改
め

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
各
競
馬
場
周
辺
で
は
市

街
化
の
進
展
に
よ
り
競
馬
場
が
競

走
馬
の
育
成
・
調
教
の
場
所
と
し

て
適
さ
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
も

重
な
り
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
行

う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
53
年
、
茨
城
県
稲
敷
郡
美
浦

村
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
る
と
、
白
井
分
場
を
含

む
関
東
地
方
の
競
馬
場
所
属
の
競

走
馬
と
厩
舎
関
係
者
は
全
て
美
浦

に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
準
備
と
並
行
し
て
施

設
の
跡
地
利
用
が
検
討
さ
れ
、
競

馬
学
校
設
立
構
想
を
中
心
と
し
た

報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
東
京
都
世
田
谷
区
の

馬
事
公
苑
で
行
っ
て
い
た
騎
手
養

成
事
業
を
全
て
昭
和
55
年
に
白
井

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

 

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

へ
移
管
す
る
計
画
で
し
た
が
、
美

浦
へ
の
円
滑
な
移
転
が
最
優
先
さ

れ
た
た
め
に
一
時
中
断
し
、
既
存

施
設
の
最
小
限
の
手
直
し
に
よ
る

有
効
活
用
策
と
し
て
、
昭
和
54
年

4
月
に
騎
手
課
程
の
一
部
を
行
う

馬
事
公
苑
の
分
苑
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
報
告
書
を
踏
ま
え
た

検
討
が
進
み
、
競
馬
学
校
の
設
置

が
正
式
に
決
定
し
、
昭
和
57
年
3

月
1
日
の
開
校
に
至
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
、
市
域
の
平
坦
な
台

地
上
に
幕
府
の
軍
用
馬
を
育
て
る

「
牧
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
十
余

一
・
桜
台
地
区
周
辺
に
「
印
西
牧
」、

冨
士
地
区
周
辺
に
「
中
野
牧
」
が

置
か
れ
、
半
野
生
の
野
馬
が
放
牧

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
東
葛
飾
地
区

に
広
が
る
他
の
牧
と
合
わ
せ
て「
小

金
牧
」
と
総
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
を
持
つ

市
域
の
一
角
が
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
重
要
な

施
設
の
場
所
と
し
て
選
ば
れ
、
現

在
も
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

当
市
の
歴
史
と
馬
と
の
縁
を
示
す

一
つ
の
事
柄
と
い
え
ま
す
。

問
　
生
涯
学
習
課
文
化
班
　
☎

（
4
9
2
）
1
1
2
3

授業の様子

お詫びと訂正　広報しろい6月1日号8ページ「キッズ運動会」の題名に誤りがありました。正しくは「ふらっと」です。10ページ「広報カレンダー」の
25日㈪の「どんぐり広場子育て相談」の開催はありません。お詫びして訂正いたします。

2018.6.15 4



イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）
5716
ましろい市民まちづくりサポートセンター
〒270-1492、市役所東庁舎内　内線3650・1
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

日
程
・
場
所
　
①
6
月
30
日
㈯
・
千

葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
7
月
28
日
㈯
・
成
田
市
中
央
公
民

館
　
時
間
　
午
後
1
時
～
4
時
　
対

象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

子

育

て

高

齢

者

シ  

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

（
入
門
講
座
）

　
パ
ソ
コ
ン
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
）

の
基
本
的
な
使
い
方
や
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
の
基
本
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
　

7
月
23
日
㈪
～
26
日
㈭
（
全

4
回
）　
午
後
1
時
～
4
時

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
で
簡
単
な
文
字
入
力
が
で
き
、
全

日
程
参
加
で
き
る
人
　

6
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
6
0
5
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
　

7
月
10
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

◆
新
体
操
「
C
L
U
B 

A
F
L
O 

R
G 

白
井
」
会
員
募
集

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ク
ラ
ブ
で
新
体

操
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
5
時
～
6
時
、

午
後
6
時
～
7
時
　
場
所
　
冨
士
セ
ン

タ
ー
　
対
象
　
年
中
児
～
中
学
生
　
講
師

新
体
操
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　
稲
瀬
明
子

さ
ん
　
月
会
費
　

5
、
0
0
0
円

問
　
林
☎
（
4
2
7
）
9
3
9
5

講座などの申込開始日は15日から（休所・館の場合は翌日）です

◆
和
な
ご
み

太
極
拳
教
室
会
員
募
集

　
太
極
拳
は
、
正
し
い
基
本
を
学
ぶ

こ
と
が
上
達
へ
の
早
道
で
す
。
5
月

か
ら
練
習
時
間
が
変
更
に
な
り
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
ま
す
。

初
回
は
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

日
時
　
毎
週
火
曜
日
（
月
4
回
）
午
後
3

時
～
5
時
　
場
所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー
　
内

容
　
入
門
者
　
入
門
・
簡
化
24
式
太
極
拳

ほ
か
、
中
級
者
　
48
式
太
極
拳
ほ
か
　
講

師
　
太
極
拳
三
段
公
認
A
級
指
導
員
ほ
か

2
人
　
入
会
金
　

1
、
0
0
0
円
　
月
会

費
　

2
、
0
0
0
円
　
持
ち
物
　
上
履
き
、

運
動
の
で
き
る
服
装

問
　
進
藤
☎
（
4
4
5
）
7
2
0
8

◆
体
幹
を
鍛
え
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
！

フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験
会

　
初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時
　
19
日
㈫
　
午
前
9
時
～
10
時

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
対

象
　
女
性
　
持
ち
物
　
飲
み
物
、
タ

オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装

問
　
電
話
か
メ
ー
ル
で
前
日
ま
で

に
深
井
☎
0
8
0
（
5
5
4
7
）

6
4
9
7
・
{silo

ih
u
la7
7
@

g
m
ail.com

へ

◆
白
井
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
学
習

会
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

　
障
が
い
の
あ
る
子
も
き
ょ
う
だ
い
も

親
も
『
自
分
ら
し
く
生
き
る
』
ま
ん
ま

隊
家
族
支
援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

日
時
　
21
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
～
午

後
0
時
30
分
　
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
対
象
　
障
が
い
の
あ
る
人
の
家

族
、
興
味
の
あ
る
人
（
託
児
有
り
・
要

申
し
込
み
）　
持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
・
問
　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
笹
岡

☎
・
N
（
4
9
2
）
5
4
3
6
か
直

接
「
喫
茶
た
ん
ぽ
ぽ
」
へ

◆
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
「
写
遊
人
」
写
真
展

　
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
で

切
り
撮
っ
た
シ
ョ
ッ
ト
を
展
示
し
ま
す
。

※
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

場
所
・
日
時
　
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
・

6
月
23
日
㈯
～
7
月
2
日
㈪
　
西
白

井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
・
7
月
2
日
㈪
～

11
日
㈬
　（
初
日
は
午
後
1
時
か
ら
、

最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

問
　
平
塚
☎
（
4
9
1
）
9
7
1
6

◆
4
つ
の
合
唱
団
♪
合
同
コ
ン
サ
ー
ト

　
市
内
で
活
動
す
る
4
つ
の
合
唱
団

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
演
奏
会

で
す
。

日
時
　
23
日
㈯
　
午
後
2
時
～
　
場
所
　

文
化
会
館
か
お
り
ホ
ー
ル
　
出
演
団
体
　

♪
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
、
ハ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー

ブ
、
響
、
お
や
じ
っ
て
ブ
ラ
ボ
ー
合
唱
団

問
　
渡
辺
☎
（
4
9
2
）
6
9
2
3

◆
親
が
伝
え
る
性
の
話

日
時
　
26
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分
～
正

午
　
場
所
　
し
ろ
い
市
民
ま
ち
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
子
育
て

中
の
親
（
託
児
有
り
）　
講
師
　（
一
社
）

倫
理
研
究
所
　
佐
藤
昭
子
さ
ん
　
参
加

費
　
2
0
0
円
（
菓
子
、
資
料
代
）

問
　
家
庭
倫
理
の
会
白
井
市
子
育
て

委
員
会
　
木
島
☎
0
9
0
（
5
9
9

6
）
1
3
8
3

◆
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
無
料
体
験
会

　
パ
ス
テ
ル
を
削
っ
て
指
で
書
く「
パ

ス
テ
ル
ア
ー
ト
」を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
27
日
㈬
　
午
後
1
時
30
分
～
2
時

30
分
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
ホ
ア
オ
　
河
上
☎
0
7
0
（
4

1
0
2
）
7
0
1
8

◆
湖
北
「
夏
の
市
」

　
千
葉
県
立
湖
北
特
別
支
援
学
校
の

生
徒
た
ち
が
作
業
学
習
や
専
門
実
習

で
作
っ
た
製
品
や
野
菜
、
花
苗
、
パ

ン
・
菓
子
の
販
売
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　

7
月
4
日
㈬
、
5
日
㈭
　
午

前
11
時
～
午
後
2
時
30
分
　
場
所　

セ
ブ
ン
パ
ー
ク
ア
リ
オ
柏
（
柏
市
）

問
　
千
葉
県
立
湖
北
特
別
支
援
学
校

☎
0
4
（
7
1
8
8
）
0
5
9
6

◆
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
お

早
め
に

　
労
働
保
険
料
の
年
度
更
新
手
続
き
は
、

平
成
29
年
度
労
働
保
険
料
を
精
算
す
る
確

定
申
告
と
平
成
30
年
度
見
込
み
保
険
料
の

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申
告
・
納
付

期
間
は
7
月
10
日
㈫
ま
で
で
す
。
各
労
働

基
準
監
督
署
や
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
千
葉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

☎
0
4
3
（
2
2
1
）
4
3
1
7

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈭
　
午
前
10
時
～

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

白  

水
あ
そ
び
お
も
ち
ゃ

を
作
っ
て
み
よ
う

　
家
庭
に
あ
る
材
料
を
使
っ
て
、
お

風
呂
や
水
あ
そ
び
で
使
う
お
も
ち
ゃ

を
親
子
で
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　

7
月
11
日
㈬
　
午
前
10
時
30

福  
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
作

り
講
習

　
抹
茶
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
作
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　

7
月
2
日
㈪
　
正
午
～
午
後
3
時

対
象
　
市
内
在
住
60
歳
以
上
　
15
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、
三
角

巾
、
持
ち
帰
り
容
器

申
　

6
月
23
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

朗
読
講
座

　
朗
読
の
基
礎
と
な
る
呼
吸
・
発
声
、

滑
舌
か
ら
、
表
現
技
術
ま
で
を
学
ぶ

こ
と
で
、
声
を
磨
き
、
心
身
共
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　

7
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
（
各
金
曜
日
・
全
4
回
）
午
前

10
時
～
正
午

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
20

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
日
本
朗
読
検
定
協
会
認
定
講

師
　
森
田
清
香
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
　

6
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  「
物
忘
れ
し
な
い

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
」

講
座

　
物
忘
れ
と
は
何
か
、
認
知
症
と
は
ど
こ

冨  
喫
茶
室
「
み
る
く
」

　
夏
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　

7
月
6
日
㈮
　
午
前
11
時
～

午
後
1
時

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、
地

域
住
民
（
自
由
参
加
）

※
ケ
ー
キ
は
1
0
0
円
、
飲
み
物
は

無
料
で
す
。

駅  

ベ
イ
ビ
ー
タ
イ
ム

　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
「
ス
ル
ス
ル

ひ
っ
ぱ
り
ん
こ
」
を
作
っ
て
み
よ
う
。

日
時
　

7
月
11
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
～
正
午

対
象
　
生
後
2
～
6
カ
月
の
子
と
そ

の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト
、

飲
み
物
（
保
護
者
用
）

参
加
費
　
1
5
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

駅  

ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん

　
絵
本
紹
介
や
ふ
れ
あ
い
体
操
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　

7
月
4
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
～
正
午

対
象
　

7
カ
月
以
上
1
歳
未
満
の
子

と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参
加
）

桜  

子
育
て
サ
ロ
ン
「
マ

マ
倶
楽
部
」
～
マ
マ
と

英
語
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
～

　
英
語
の
リ
ズ
ム
・
音
楽
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

で
一
緒
に
楽
し
く
動
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
　

7
月
3
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

対
象
　
お
お
よ
そ
2
歳
か
ら
未
就
学

児
の
子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申

し
込
み
順
）

桜  さくらだいクラブ～白井探検隊～
　自分が住んでいる「白井」について知り、いろいろ
な体験をしてみよう。
対象　市内在住の小学3年生以上　8人（申し込み順）
集合場所　桜台センター　参加費　1,800円
持ち物　飲み物など
■申　7月14日㈯までに電話か直接桜台センターへ

日時 内容
7月27日㈮
午前9時30分～ 11時30分 白井市桜台の歴史を学ぼう

8月1日㈬
午前9時30分～午後2時 福祉センターの子どもまつりに参加

12月9日㈰
午前9時30分～正午

地域の人に教えてもらおう
「クッキー作り」

1月19日㈯
午前9時30分～ 11時30分 いちご狩り体験

3月2日㈯ さくセンフェスタでボランティア体験

◆
印
旛
沼
観
光
船
に
よ
る
印
旛
沼
観
察
会

日
程
　

7
月
26
日
㈭
（
悪
天
候
時
は
27

日
㈮
に
順
延
）　
乗
船
時
間
　
①
午
前

9
時
　
②
午
前
11
時
　
③
午
後
1
時
30

分
　
※
各
便
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

陸
上
講
義
45
分
、
乗
船
30
分
を
入
れ
替

え
で
行
い
ま
す
。
　
集
合
場
所
　
佐
倉

ふ
る
さ
と
広
場
　
対
象
　
印
旛
沼
流
域

内
（
白
井
市
含
む
）
の
住
民
　
各
便
40

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

参
加
費
　
1
0
0
円
（
保
険
料
込
）

申
・
問
　

7
月
10
日
㈫
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
（
1
枚
で
5
人
ま
で
）

に
乗
船
希
望
者
全
員
の
氏
名
、
住
所
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
乗
船
時
間

を
第
2
希
望
ま
で
記
入
の
上
、
〒
2
8
5

―
8
5
3
3
　
佐
倉
市
宮
小
路
町
12
　
公

益
財
団
法
人
印
旛
沼
環
境
基
金
☎
0
4
3

（
4
8
5
）
0
3
9
7
へ

講
師
　
英
会
話
講
師
　
山
岡
由
季
さ
ん

申
　

6
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

申
　

7
月
6
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

が
違
う
の
か
、
な
ぜ
物
忘
れ
を
す
る
の
か
、

ど
う
防
ぐ
の
か
、
顔
と
名
前
は
ど
う
覚
え

れ
ば
い
い
の
か
が
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

日
時
　

7
月
4
日
・
11
日
・
18
日
（
各
水

曜
日
・
全
3
回
）
午
後
1
時
30
分
～
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
全

日
程
に
参
加
で
き
る
人
　
20
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
　
高
嶌
幸
広
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　

6
月
26
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

分
～
11
時
30
分

対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者
　
15
組

（
申
し
込
み
順
）

申
　

6
月
15
日
㈮
の
午
前
9
時
か
ら

電
話
か
直
接
白
井
児
童
館
へ
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み ん な の ひ ろ ば

市役所庁舎全庁開庁式典・内覧会
「しろいの梨」のように親しまれる市庁舎に

　利用者にやさしい市庁舎を目指して進められた庁舎整備工事が全て完成し、
市役所全庁開庁記念式典（4月30日開催）が行われました。式典後の内覧会に
は多くの人が訪れ、「市民まちづくりサポートセンター」や「議場」などを見
学しました。内覧会に訪れた人は、「旧庁舎で使用していた机や椅子などを再
利用しているとは驚きました。これからも市民が明るく楽しく生活できるよう
にしてほしいです」と感慨深げに話してくれました。
　新しくなった庁舎は、市を代表するシンボルとなるように「しろいの梨」の
イメージを取り入れています。本庁舎と東庁舎をつなぐ通路は、梨がたくさん
実るように農家が手間暇をかけて整備する「なし棚」を、外壁や建物内部の一
部にはおいしく実った梨をイメージした色を使っています。
　厳しい冬を乗り越えて真っ白に咲く梨の花言葉は、「愛情」といいます。市
民の皆さんに愛される市役所を目指して新たなスタートです。

全庁開庁式典でテープカットの様子

　
　

短 

歌　
　

風
間
博
夫 

選

　
　
　

俳 

句　
　

吉
川
禮
子 

選

天
　
人
形
の
瞳
き
り
り
と
子
ど
も
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
渡
辺
み
ど
り

地
　
隧ず

い
ど
う道
を
い
で
て
山
藤
仰
ぎ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
　
　
　
中
西
敦
子

人
　
新
緑
の
花
嫁
ヴ
ェ
ー
ル
の
長
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
市
川
敦
代

【
選
評
】　
天
　
こ
の
人
形
は
金
太
郎
・
桃
太
郎
・
初
陣
姿
の
よ
ろ
い
武
者

か
も
し
れ
な
い
。
皆
勇
ま
し
く
黒
い
瞳
が
ぱ
っ
ち
り
と
し
て
い
る
。
現
代

で
は
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
の
お
祝
い
で
あ
る
。
地
　
十
七

字
の
中
に
山
中
の
自
然
の
さ
ま
ざ
ま
な
景
色
を
表
現
し
て
い
る
。
山
腹
を

掘
っ
て
通
し
た
道
。
房
総
な
ど
は
今
で
も
手
掘
り
ト
ン
ネ
ル
が
見
ら
れ
る
。

山
藤
は
木
に
か
ら
み
高
々
と
咲
い
て
い
る
。
万
緑
の
真
っ
た
だ
中
。
鳥
声

も
谷
川
の
音
も
聞
こ
え
そ
う
で
あ
る
。
人
　
新
緑
と
純
白
の
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
ド
レ
ス
が
対
象
的
で
美
し
い
。
ま
た
ヴ
ェ
ー
ル
の
長
い
こ
と
も
幸
せ

い
っ
ぱ
い
な
感
じ
で
あ
る
。

校
庭
に
三
時
の
チ
ャ
イ
ム
梅
雨
晴
れ
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
　
　
　
上
坂
千
昭

合
掌
の
慣
ひ
い
つ
よ
り
鮎
の
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
清
水
治
夫

雨
あ
が
り
野
に
薫
風
の
颯さ
つ
さ
つ颯

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
下
堂
薗
慶
子

足
萎
え
て
意
慾
は
老
い
ず
花
は
葉
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
福
加
博
之

定
命
の
法
話
を
聴
き
し
清
和
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井
　
　
増
子
桂
子

新
緑
や
こ
の
美
し
き
肺
活
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

武
士
の
如
佐
倉
城
址
の
か
き
つ
ば
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

昼
寝
す
る
孫
の
爪
切
り
耳
そ
う
じ

息
を
潜
め
て
手
の
汗
ぬ
ぐ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
黒
添
水
無
月

【
選
評
】
孫
の
爪
切
り
と
耳
掃
除
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
昼
寝
の
孫
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
傷
つ
け
な
い
よ
う
息
を
潜
め
て
行
い
ま
す
。
緊
張
し
て
手
に

汗
を
か
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

嬉
し
く
も
せ
つ
な
く
も
あ
り
封
切
れ
ば

固
定
資
産
税
ち
ょ
っ
ぴ
り
下
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

黄
の
色
の
花
を
好
ま
れ
し
師
を
想
う

黄
色
い
バ
ラ
咲
く
庭
に
侘
ち
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
　
　
　
印
南
満
子

紅
深
き
カ
ー
ネ
ー
シ
ヨ
ン
を
く
る
る
娘こ

も

少
女
ふ
た
り
の
母
と
な
り
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

視
力
な
き
友
が
投
げ
た
る
ダ
ー
ツ
の
矢

的
を
刺
し
た
り
大
声
に
知
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

　
※
俳
句
と
短
歌
の
入
選
作
は
氏
名
の
五
十
音
順
で
す
（
特
選
を
除
く
）。

し 

ろ 

い 

文 

芸

し 

ろ 

い 

文 

芸

　
　
　

俳 

句　
　

吉
川
禮
子 

選

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ぽ
れ
ぽ
れ
・
ち
ば

～
障
が
い
者
福
祉
施
設
を
紹
介
～
➋

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
　
ぽ
け
っ
と

ぽ
け
っ
と
の
一
日

　
ぽ
け
っ
と
は
、
精
神
障
が
い
者
の

就
労
支
援
と
職
業
指
導
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
18
年
に
設
立

さ
れ
た
作
業
所
で
す
。

　
現
在
、
16
人
の
障
が
い
者
の
皆
さ

ん
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
録
者

の
利
用
日
や
利
用
時
間
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
健
康
状
態
、
体
力
、
年
齢
な
ど

に
応
じ
て
、
週
1
日
か
ら
5
日
ま
で
、

比
較
的
自
由
に
設
定
さ
れ
て
い
て
、

日
常
の
主
な
作
業
内
容
は
、
野
菜
の

栽
培
、
収
穫
、
商
品
化
な
ど
が
中
心

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
1
日
の
仕
事
は
、
基
本
的
に
午
前

9
時
か
ら
始
ま
り
、
畑
に
出
か
け
て

野
菜
の
収
穫
を
し
、
そ
の
後
、
作
業

所
内
に
お
い
て
、
収
穫
さ
れ
た
野
菜

の
選
別
、
洗
い
、
袋
詰
め
な
ど
の
商

品
化
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
野
菜
の
収
穫
以
外
に
も
、

種
ま
き
、
苗
の
定
植
、
水
や
り
、
肥

料
散
布
、
雑
草
取
り
、
ビ
ニ
ー
ル
張

り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
畑
で
の
作
業

が
あ
り
ま
す
。

　
登
録
者
の
多
く
は
、
屋
内
で
の
商

品
化
作
業
が
得
意
で
、
張
り
切
っ
て

参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

屋
外
の
畑
で
の
作
業
は
、
や
や
苦
手

で
、
日
差
し
の
強
い
真
夏
や
地
面
に

霜
の
降
り
る
真
冬
は
、
本
当
に
大
変

な
様
子
で
す
。

丹
精
込
め
た
新
鮮
野
菜

　
商
品
化
し
た
野
菜
は
、
白
井
市
近

郊
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
荷

し
て
い
る
ほ
か
、
毎
週
火
曜
日
（
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
）
に

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
の
も
と
、
販
売
し
て
い
ま

す
。
出
荷
さ
れ
る
野
菜
は
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
ダ
イ
コ
ン
、
カ
ブ
、
ナ
ス
、

ピ
ー
マ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ
、
キ
ュ
ウ

リ
、
サ
ト
イ
モ
な
ど
多
種
多
様
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
農
作
業
の
他
に
も
年
に
数
回
ほ
ど

冨
士
南
園
広
場
の
芝
刈
り
作
業
や
毎

年
3
月
に
は
梨
農
家
が
選
別
し
て
切

り
落
と
し
た
小
枝
を
地
面
か
ら
拾
い

集
め
る
作
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
元

気
に
　

　
通
常
の
作
業
の
他
、
年
に
数
回
、

「
外
出
イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
千
葉
市
の
稲
毛
浅

間
神
社
に
初
詣
に
出
か
け
た
後
、
3

月
に
は
、
道
の
駅
し
ょ
う
な
ん
と
手

賀
の
丘
公
園
で
、
お
花
見
を
し
ま
し

た
。
6
月
に
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、

11
月
に
は
上
野
動
物
園
ま
で
、
遠
足

に
出
か
け
ま
し
た
。
参
加
し
た
登
録

者
の
皆
さ
ん
は
、
普
段
よ
り
も
元
気

に
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
外
出
イ
ベ
ン
ト
と
は
別

に
、
毎
年
12
月
に
、
作
業
所
内
で
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
っ
て
い

て
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
プ
レ
ゼ
ン
ト

交
換
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
日
常
の
作
業
と
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ

て
、
登
録
者
の
皆
さ
ん
が
心
身
共
に

健
康
に
な
っ
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
ん
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
、
ぽ
け
っ
と
で
は
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。

問
　
障
害
福
祉
課
給
付
班
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
3

就
労
継
続
支
援
事
業
所
と
は

　

一
般
企
業
な
ど
で
就
労
が
困
難
な
人
に
、
働
く
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
知
識
お
よ
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
行
う
事
業
所
で

す
。
雇
用
契
約
を
結
ぶ
A
型
と
、雇
用
契
約
を
結
ば
な
い
B
型
が
あ
り
ま
す
。

収穫した野菜を丁寧に洗う作業

野菜の収穫

なし坊サポーターズが白井市の
おすすめ⁉スゴい！を紹介

白井に緑のトンネル
　清水口保育園から七次台まで約
２㌔㍍の緑のトンネル。往復約１
時間。ケヤキ、クスノキ、サクラ
の木陰を涼しくウオーキング。
　あなたの夏の健康作りをサポー
トします。
（記者　しろいのおかん）

　西白井複合センターの
　駐車場が広くなりました！
　この春、西白井複合センターの駐
車場が広くなり、32台駐車できる
ようになりました。センターは出張
所、公民館、児童館、図書室などの
施設があります。
　市民サークルもさかんでたくさん
のサークルが活動しています。新し
い出会いや趣味を見つけに来てみて
はどうでしょう。（記者　kubota）

畑での作業

議場を見学「まちサポ」を案内

東庁舎執務室を案内

なし棚コリドール




